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巻頭言

二足のわらじ

東京大学大学院・医学系研究科・国際地域保健学教室　神馬　征峰

　「二足のわらじをはく」ことを英語では「二つの帽子をかぶる（wearing two hats）」と表現する．なぜ帽
子かというと，職業によってかぶるものが違い，帽子を見れば職業がわかったからだという．日本では足，
英語圏では頭．いずれにしても，一見両立しないような仕事を一人でこなすのが，現代でも通じる二足の
わらじの意味である．
　₂₀₁₅年の春，久しぶりにボストンに行き，二足のわらじを履き続けてきた人の家を訪問し，話を聞く機
会があった．バーナード・ラウン博士，₉₄歳である．一足目のわらじは心臓専門医．ハーバード大学で直
流除細動器を開発し，心臓突然死の研究を行ったことで著名である．二足目のわらじは平和運動家．₁₉₈₅
年，ソ連のエフゲニー・チャゾフ博士とともに核戦争防止国際医師会議（IPPNW）の代表としてノーベル
平和賞を受賞した．
　ラウン氏は当初核戦争の脅威にほとんど関心がなかった．しかし，₄₀歳の時，フィリップ・ノエル・ベー
カー氏の講演会に参加し，核の問題に関心をもつようになった．ベーカー氏は，₁₉₂₀年のアントワープオ
リンピック・男子 ₁,₅₀₀ mの銀メダリストであり，₁₉₅₉年のノーベル平和賞受賞者でもある．またしても
「二足のわらじ」をはいた人である．彼の話を聞き，ラウン氏は人々を死の恐怖に陥れているのは自分が専
門とする心臓疾患だけではなく，核兵器こそがより大きな脅威であると悟るようになる．そして大きな怒
りをもって核戦争防止運動家としてのわらじをはき，歩き始めた．
　当時の社会情勢はラウン氏の歩みを加速化させた．核の脅威が増大していたからである．₁₉₈₀年に誕生
したレーガン政権は，以後 ₈年の間に約₂₈₀兆円の軍事費をつぎ込み軍備の拡大をはかった．核戦争が現実
味を帯び，命を守る医師として，この危機に立ち向かわざるを得ないことを強く感じた．ラウン氏を平和
運動へとかりたてた怒りの感情は以下のインタビュー記事によく現れている．氏が₂₀₀₈年に出版した「人
類生存のための処方箋（Prescription for survival: a doctor＇s journey to end nuclear madness）」についての
インタビューからの抜粋である．
　IPPNWの活動からの教訓は何かという問いにラウン氏はこう答えている．
　「……最大の教訓は，長い闘いに人々を動員するには，運動の大義や成功の可能性を訴えるだけでは不十
分だということである．これは道義的な闘いであるということを，常に訴える必要がある．不正に対する
怒りは，人々を動かすだけでなく，活動を持続する大きな力となる．この本に書いたことから 引用しよう．
“私は，人々が怒りを抱くには単なる知識では不十分だと思っていた．核戦争の恐ろしさを生々しく詳細に
説明しても，それだけで人々は動かない．はらわたが 煮えかえるような義憤に駆られて初めて，人々は行
動する……人間は，知性や感情や精神や，心に深く根づいた道義心を併せ持つ複雑な存在である．私たち
には，人々の全神経をかき立てる必要があった”」　（http://www.hiroshimapeacemedia.jp/mediacenter/

article.php?story=₂₀₀₉₀₂₁₀₁₃₅₁₁₀₇₉₉_jaより）
　さて，この話はどう健康教育やヘルスプロモーションと関わってくるのか？
　誰しもが二足目のわらじを履いて，平和運動やノーベル平和賞をめざすべきと言いたいわけではない．
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健康づくりをめざす私たちの多くにとっても，二足目のわらじは必要であること，そしてどのような思い
をもって，いつから履くべきなのか，について述べたい．
　日本では健康教育やヘルスプロモーションを一足目のわらじとするのは困難であり，多くの場合，一足
目として自身のバックグラウンドに関するものを履いている．栄養学，教育学，医学，歯学，保健学，看
護学，助産学，社会学等である．
　そして，同じ健康リスク行動を繰り返す患者さんや対象者をなんとかしたいと思う．どうしても運動を
続けられない人．たばこや酒をやめられない人．甘いものを減らせない人……．一足目のわらじを履いて
いるだけでは解決できない問題をなんとか二足目のわらじで解決しようとする．それによって二足目のわ
らじを履くことが必然となってくる．しかも一足目との距離がさほど遠くはないわらじである．
　核の脅威に比べれば，私たちがこの分野で出会う脅威は異なったタイプのものである．巧妙に立ち回る
たばこ産業，アルコール産業，加工食品産業，さらには飲料産業……．収益よりも健康づくりをめざす私
たちにとってこれらは時に脅威となる．さらに，国レベル・世界レベルで広がりをみせる諸格差も，人々
全体の健康に対する大きな脅威となっている．しかしながら多くの場合，これらはすぐ「生か死か」といっ
た脅威とはならない．じわじわと静かに長い時間をかけて私たちを苦しめる，サイレントな脅威である．
　そのためか，これらの脅威に対して私たちは通常「人々の全神経をかき立てる」ほど怒ることはない．
そこで必要とされているのは「人類生存のための処方箋」ではない．「より健康になるための処方箋」であ
り，「QOL向上のための処方箋」である．このサイレントな脅威に対して私たちはどう立ち向かっていく
べきであろうか？一足目のわらじだけでは十分ではないのではないか？健康教育，ヘルスプロモーション，
ヘルスコミュニケーション等，実践の味のついたわらじが必要ではないか？
　では，二足目のわらじを履くとして，そのタイミングはいつであろうか？ラウン氏の場合，それは₄₀歳．
一足目のわらじを履き，専門家としての経験がある程度十分に確立された後のことであった．それがゆえ
に，仲間からの支援も得られやすかった．二足目のわらじをもっと早い段階で履いていたらどうなってい
ただろう．一足目をおろそかにしていたのでは，専門家としての知見も狭く，賛同者を得るのは困難だっ
たであろう．
　では，二足のわらじを履いたとする．しかし，一人で履いただけでは平和運動も健康づくり運動も成し
えない．みなで力を合わせる必要がある．ラウン氏との話し合いの中，₂₀年間，国際保健の分野でパレス
チナやネパールの混乱期の仕事について語った後，ラウン氏からいただいた言葉がある．それを読者と分
かち合いたいと思う……Never Work Alone.


